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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ジェネラリスト看護師の気道クリアランスケアにおける教育プログ
ラムを開発し、その有用性を検討することである。先行研究により、臨床看護師の経鼻吸引技術の向上に関する
教育的介入の必要性が明らかとなり、看護師が臨床場面での経鼻吸引に即したカテーテル操作を習得するための
シミュレータ教材を開発した。開発した経鼻吸引シミュレータ教材によるトレーニングにより、看護師の経鼻吸
引技術の到達度は、臨床場面においても継続して向上した。以上の結果より、開発した経鼻吸引シミュレータ教
材は、看護師が解剖学的構造をイメージしながらカテーテルを操作する手技の習得に有用であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop an educational program for 
general respiratory nurse 's airway clearance care and to examine its usefulness.Previous research 
has revealed the necessity of educational intervention on improvement of clinical nurse's nasal 
aspiration technique.We developed a simulator teaching material for nurses to learn catheter 
operation in line with nasal aspiration in clinical situations.By training with the developed nasal 
aspiration simulator teaching material, the degree of nurse's nasal aspiration technique continued 
to improve even in the clinical setting.
Based on the above results, the nasal aspiration simulator teaching material developed was thought 
to be useful for nurses to master the procedure of manipulating the catheter while imagining the 
anatomical structure.

研究分野：基礎看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年 COPD 患者の増加にともない、2010
年より慢性呼吸器疾患看護認定看護師が認
定されるなど看護師の呼吸ケアの質の向上
が求められている。効果的な気道クリアラン
スケアを提供するために、看護師には気道分
泌物の存在や排痰能力を的確に評価して適
切な看護介入を決定する臨床判断能力が求
められる。そのためには体系化された専門的
な知識と確実なフィジカルアセスメント技
術が必要になる。フィジカルアセスメント技
術教育は、2009 年から看護基礎教育におい
て看護師に欠かせない能力として強化する
教育内容に位置づけられている。先行研究で
はフィジカルアセスメント教育経験の有無
によりその知識、実践には差があることが報
告されており（横山,2007、大沢,2012）、教
育の必要性が示唆されている。また気道吸引
に関連する医療事故では、日本医療機能評価
機構（2009～2013）に報告された 13件に関
与した 17名の看護師のうち 12名は臨床経験
年数 5年目以上であり、気道クリアランスに
関する技術は経験年数の積み重ねのみで獲
得されるとはいえない。さらに気道クリアラ
ンスの看護介入には、吸引前の過換気や過膨
張の必要性（AARC,2010・日本呼吸療法医学
会,2012・Richard D,2007）や吸引カテーテ
ル挿入時の吸引圧の解除の必要性（日本呼吸
療法医学会,2012、道又,2007)、スクイージン
グの有用性（Unoki,2004・2005）などエビ
デンスの見解が統一されていない手技もあ
り 、 AARC (American Association for 
Respiratory Care,2010)や日本呼吸療法医学
会(2013)などのガイドラインも更新が繰り返
されている。そのため看護師は継続的に専門
的知識や技術を習得していく必要があると
いえる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ジェネラリスト看護師の
気道クリアランスケアにおける教育プログ
ラムを開発しその有用性を検討することで
ある。 
 
３．研究の方法 
（1）ジェネラリスト看護師の臨床における
気道吸引実践場面の検証 
日常的に気道クリアランスケアを実践し
ている病棟看護師 11 名と対象に、人工気道
を有しない患者の気道吸引（口腔、鼻腔吸引）
の適用を判断する場面について参加観察（非
参加型）を実施した。その後看護師に場面を
振り返ってもらい、気道吸引の適用を判断す
るために収集した身体的情報について半構
造化面接を実施した。 
 対象者の属性として、①臨床経験年数、②
フィジカルアセスメント教育経験の有無（基
礎教育または現任教育）、③普段気道クリア
ランスケアとして実施している介入       
（体位ドレナージ、パーカッション、スクイ

ージング、咳嗽、吸入、含嗽）とその頻度を
尋ねた。 
（2）ジェネラリスト看護師の経鼻吸引技術
の向上を目的としたシミュレータ教材の開
発 
①既存シミュレータの評価 
 先行研究により、臨床看護師の経鼻吸引技
術の向上に関する教育的介入の必要性が明
らかとなり、既存の気道吸引モデルを評価し
た。 
慢性呼吸器疾患看護認定看護師 11 名を対
象に既存の吸引シミュレータ（5 種）のカテ
ーテル操作性および解剖学的構造の再現性
の評定と評価の視点、教材としての有用性に
ついて半構造化面接を実施した。 
②看護師が臨床場面での経鼻吸引に即した
カテーテル操作を習得するためのシミュレ
ータ教材の作成 
 開発したシミュレータ教材は、解剖学的構
造を再現するため CT 画像データをもとに 3D
プリンタによってモデルを造形し、ディスプ
レイモニターで解剖学的構造とカテーテル
先端の位置を視認する機能を備えた。 
③ジェネラリスト看護師の経鼻吸引技術の
向上を目的としたシミュレータ教材の有用
性の検討 
臨床場面において経鼻吸引を実践する看
護師 41 名を対象に、開発シミュレータ教材
を使用したトレーニングを実施し、前後のカ
テーテル操作時間および約2週間の臨床場面
における経鼻吸引実践前後の技術到達度を
比較した。 
 
４．研究成果 
（1）ジェネラリスト看護師の臨床における
気道吸引実践場面の検証 
 対象の経験年数は 6～24年（平均 12.4 年）
であった。フィジカルアセスメントの教育経
験は、基礎教育ありが 8名（73.0%）、現任教
育ありが 9名（82.0%）であった。 
看護師が普段実施している気道クリアラン
スケアで「いつも」「ときどき」と回答した
のは、吸入（100%）、体位ドレナージ（91％）、 
含嗽（64％）、スクイージング（55%）であっ
た。50％未満は、咳嗽（27%）、パーカッショ
ン（9%）、バイブレーション（0％）であった。 
看護師が気道吸引の適用を判断するために
収集する身体的情報は、「経皮的酸素飽和度
モニター：SpO2」（88.5％）、「湿性咳嗽の 有
無」（80.8％）が最も多く、患者自身の排痰
能力である「咳嗽が可能か」（53.8％）につ
いては、約半数であった。看護師は気道吸引
の適用を迅速に判断するために、簡便に酸素
化の変化を数値として得られる「経皮的酸素
飽和度モニター：SpO2」、患者の咽頭から気
道にかけて痰貯留時に聴取されることが多
い「湿性咳嗽」を指標としていると推察され
た。 
胸部聴診は「呼吸音の減弱の有無」（30.8％）、
「異常呼吸音の有無」30.8％）、「異常呼吸音



の識別」（26.9％）であった。本研究では先
行研究と比較していずれも低い結果となっ
た。看護師は気道吸引の適用を判断する場面
に応じて、胸部聴診を選択的に実施している
ことが考えられた。 
（2）ジェネラリスト看護師の経鼻吸引技術
の向上を目的としたシミュレータ教材の開
発 
①既存シミュレータの評価 
 既存のシミュレータの評価（10 段階評定）
は、カテーテル操作性 3.73～5.73、解剖学的
構造 4.55～6.27 であった。 
 評価の視点については、鼻腔から咽頭では
「カテーテルの抵抗」「カテーテル先端が当
たる感覚」「鼻腔の構造、広さ」「カテーテル
位置の視認性」、咽頭では「カテーテル先端
が咽頭後壁にあたる感覚」「カテーテルの抵
抗」「咽頭腔の広さ」「とぐろを巻く感覚」、
咽頭から気管では「カテーテルが声帯にあた
る感覚」「カテーテルの抵抗」「喉頭、気管、
食道の構造」「気管・食道の挿入感覚の違い」
「とぐろを巻く感覚」について評価していた。 
 呼吸ケアのスペシャリスト看護師は、経鼻
吸引技術において、解剖学的構造をふまえ、
カテーテルの進行をイメージしながらカテ
ーテルを挿入していることが明らかとなっ
た。 
また、既存のシミュレータは解剖学的構造の
再現性が十分とはいえず、シミュレータには
カテーテル挿入時の抵抗やあたる感覚など
のカテーテル操作を再現する必要があるこ
とが示唆された。 
②看護師が臨床場面での経鼻吸引に即した
カテーテル操作を習得するためのシミュレ
ータ教材の作成 
a.3D プリンタによるモデルの造形 
頭部から胸部にかけて撮影された 11 名の CT
画像データを収集した。収集した 11 名の CT
画像データから、気道の解剖学的構造、鼻腔
から気管までの画像の鮮明度を比較し、1 名
の画像を選定した。 
選定した CT 画像の DICOM データから、鼻腔
から喉頭、声門までと顔面部を抽出し、シミ
ュレーションに適した 3D プリントモデル作
成用の STL データを作成した。STL データの
作成は、解剖学的知識を持ち医学用モデルの
設計に精通した専門の技術者に依頼した。
STL データは、基となる CT 画像データ上で気
道がふさがっている部分は人工的に気道と
して設計した。鼻腔は CT 画像データに基づ
き、左右別の構造で設計した。声帯部は CT
画像では撮影されていないが、経鼻吸引の際
に傷つけやすい部分でありシミュレータに
必要であるため、声帯の解剖学的構造を模し
た狭窄部分を 3D プリントに適した範囲で人
工的に設計した。 
試作の結果、中鼻道の幅が狭すぎて 12Fr
（4.0mm）のカテーテルが挿入できないこと、
鼻孔の伸縮性がないためカテーテルを持ち
上げるようにして下に向ける操作が困難で

あることが明らかとなり、実際のカテーテル
操作に近づくよう、STL データを修正した。 
 修正したデータをもとに、3D プリンター
（ダヴィンチ 1.0 Pro）にてモデルを作成し
た。作成したモデルは、縦 20cm×横 14cm×
高さ（最大）15.5cm で、素材は「ダヴィンチ
専用 ABS (SNOW WHITE) 」を使用した。 
b.カテーテル操作を視認する機能の設定 
志賀ら（2017）が開発したカテーテル挿入時
の速度、移動量を測定するソフトを使用した。
このソフトは、一定間隔にマーカ付与したカ
テーテルを鼻腔から挿入する様子をカメラ
で撮影し、マーカの追跡によって撮影した動
画からカテーテルの挿入速度を測定し、移動
量を算出するものである。ディスプレイモニ
ターにはモデルの断面の画像が映し出され
ており、カテーテルの移動量に合わせてカテ
ーテルの動きが同期されるようになってい
る。この機能により、実施者は鼻腔から喉頭
までの解剖学的構造とカテーテル先端の位
置を整合して認識し、カテーテルを進める向
きや挿入する力加減を調整することが可能
となる。 
慢性呼吸器疾患看護認定看護師1名によっ
て妥当性を検証した。開発したシミュレータ
教材はカテーテル操作の再現性において妥
当であると評価された。 
③ジェネラリスト看護師の経鼻吸引技術の
向上を目的としたシミュレータ教材の有用
性の検討 
 開発したシミュレータ教材を使用したト
レーニング（平均 5.36±1.76 分）の結果、
トレーニング前後のカテーテル操作時間の
平均は 17.04±6.68 秒から 13.08±4.74 秒に
短縮した（p< .001）。臨床場面おける約 2週
間の経鼻吸引実践前後のカテーテル操作の
技術到達度は、「粘膜を傷つけずにカテーテ
ルを操作する」「1回にかける吸引時間を最小
限にする」の 2 項目は有意に上昇した
（p< .01）。 
また、開発シミュレータ教材と既存シミュ
レータ（2 種）のカテーテル操作の再現性、
有用性、効率性、満足度の評価について半構
造化面接を実施した結果、開発したシミュレ
ータ教材は、カテーテル操作の再現性、教材
としての有用性・効率性・満足度について、
既存のシミュレータよりも高いと評価され
た。 
開発したシミュレータ教材は既存のもの
と比較して、カテーテル操作の再現性、教材
としての有用性・効率性・満足度において評
価が高いことから、臨床場面における経鼻吸
引技術を習得する教材として妥当性、有用性
があると考えられる。開発したシミュレータ
教材を使用したトレーニングにより、看護師
の経鼻吸引におけるカテーテル操作はシミ
ュレーション場面だけでなく、臨床場面にお
いても継続して技術到達度が向上した。開発
した経鼻吸引シミュレータ教材は、看護師が
解剖学的構造をイメージしながらカテーテ



ルを操作する手技の習得に有用であると考
えられた。 
本研究において開発したシミュレータ教
材は、看護師がもつ解剖学的構造の認識とカ
テーテル操作の整合性を備えた経鼻吸引技
術の習得に有用であることが確認された。 
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